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おはなしのなかの「ぼく」は、やさしい人だとおもいました。また、じしんがく

るかもしれないのに、うしを見にいくなんてすごいな、よくやったねとおもいまし

た。おとうとのさんちゃんをおんぶしてにげるのは、たいへんだったとおもいまし

た。ぼくにもおとうとがいるから、つよくてやさしいおにいちゃんになりたいです。 

ぼくは、くまもとじしんのことはよくしりません。でも、二ねんまえのあしきた

のすいがいのことはおぼえています。いえの中から、水が田んぼや、みちにたまっ

ていくのを見ました。いのししのおや子がにげているのも見ました。いえのうしろ

の山がくずれて土がながれてきたり、とんねるのまえがどしゃでくずれたりしたの

を見ました。とてもこわかったのをおぼえています。こわくてなにもできませんで

した。でも、おとうさんとじいちゃんは、いえのまえのどしゃをかたづけたり、ひ

とりぐらしのおばさんのところにいったりしていました。かぞくのため、みんなの

ためにこうどうしたふたりはかっこよかったです。 

ぼくも、おはなしの中の「ぼく」や、おとうさん、じいちゃんのようにやさしく

てつよい人になりたいです。じぶんのことをじぶんでできるようにがんばりたいで

す。 

 


